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天
界
第
二
號
（
第
一
巻
）

大
正
九
年

十
二
月
號

小
遊
星
の
襲
見

　
（
大
正
九
年
九
月
三
十
日
、
京
都
理
學
會
に
て
講
演
）

　
今
を
去
る
幾
千
年
、

　
　
　
　
π
時
代
か
ら
、

　
遊
星

　
　
　
　
火
水
木
全
土
の
七
つ
に
限
る
ε
思
は
れ
て
る
た
。

　
の
数

　
　
　
　
（
今
日
ご
違
っ
て
、
バ
ゼ
ロ
ン
の
人
々
は
太
陽
も
月

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

も
、
動
く
天
膿
だ
ε
言
ふ
意
昧
で
、
遊
星
の
中
に
数
へ
て
る

た
の
で
あ
る
Q
）
託
れ
が
抑
も
天
地
の
大
法
で
、
從
っ
て
、
七

ε
い
ふ
歎
が
造
物
憩
の
定
め
野
史
聖
な
数
で
あ
り
、
世
間
入

事
総
て
此
の
七
星
の
蓮
行
に
よ
っ
て
其
の
意
義
を
割
す
る
の

が
、
當
時
最
高
の
哲
學
で
あ
っ
π
o
－
1
一
此
の
風
潮
は
其

の
後
ギ
リ
シ
ャ
に
も
輸
入
さ
れ
て
、
七
賢
人
な
ご
ε
、
態
々

七
に
因
ん
だ
縁
起
が
貴
ば
れ
元
〇
七
ご
は
完
全
を
意
味
し
π

の
で
あ
る
。
こ
れ
程
、
古
人
の
頭
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
み

た
七
の
敷
に
罪
し
始
め
て
異
読
を
唱
へ
た
の
は
デ
モ
ク
リ
ト

　
　
理
乱
士
山
本
一
清

遠
く
バ
ゼ
ロ
ン
文
明
の
盛
ん
で
あ
っ

　
天
を
巡
る
遊
星
ご
言
へ
ば
、
日
月

ス
（
H
）
①
日
P
O
Q
同
一
8
d
［
◎
日
）
で
あ
っ
花
。
彼
れ
は
天
の
遊
星
が
、
只
七

個
に
限
ら
れ
泥
も
の
で
な
く
、
い
っ
か
は
第
八
第
九
の
遊
星

が
登
見
さ
れ
る
こ
ど
を
圭
零
し
て
、
世
人
を
驚
か
し
把
ε
い

ふ
。　

野
天
文
學
上
、
始
め
て
七
遊
星
の
数
に
疑
を
起
し
把
の
は

　
　
　
　
ケ
プ
レ
ル
（
q
O
訂
口
目
内
Φ
覧
霞
）
で
あ
っ
π
o
彼
れ

　
ボ
ー
テ

　
　
　
　
は
眉
月
知
ら
れ
て
み
た
諸
遊
星
の
運
行
を
研
究
し

　
の
法
則

　
　
　
　
太
陽
系
の
構
造
に
考
へ
及
ん
で
、
圖
ら
す
も
木
星

ε
火
星
ε
の
問
に
欠
階
が
あ
る
、
こ
、
に
尚
一
つ
の
遊
星
が

存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
主
張
し
π
o

　
ケ
プ
レ
ル
の
考
へ
を
一
層
秩
序
的
に
進
め
π
の
が
チ
チ
ウ

ス
（
笥
。
げ
置
目
b
9
巳
巴
．
日
影
冨
）
で
あ
っ
π
。
彼
れ
は
試
み
に

　
〇
　
　
三
　
　
六
　
　
＝
一
　
　
二
四
　
　
四
八
　
　
九
六

ε
い
ふ
歎
（
始
め
の
O
を
装
い
π
他
の
数
は
順
次
其
の
前
の

藪
を
二
倍
し
て
得
花
も
の
）
の
各
々
に
四
を
加
ふ
る
ε

　
四
　
　
　
七
　
　
　
一
〇
　
　
　
一
山
ハ
　
　
　
代
八
　
　
　
五
二
　
　
　
】
○
○

巴
な
り
、
之
れ
は
水
星
か
ら
土
星
（
當
時
知
ら
れ
て
ゐ
π
最

遠
の
遊
星
）
ま
で
の
各
遊
星
が
太
陽
か
ら
離
れ
て
み
る
牛
均

距
離
帥
ち
（
地
球
ご
太
陽
ビ
の
予
言
距
離
を
一
〇
ご
見
て
）

　
三
、
九
　
七
、
二
　
一
〇
、
〇
　
一
五
、
二
　
一
1
　
五
、
二
Q
　
九
五
、
四



18

ε
可
な
り
よ
く
一
致
し
て
み
る
の
を
意
見
す
る
ε
同
時
に
、

火
星
ε
木
星
の
間
に
、
整
数
列
で
言
へ
ば
二
入
に
當
る
所
に

遊
星
が
存
在
し
て
み
な
い
こ
ビ
を
指
摘
し
て
大
に
不
審
ビ
し

た
。
其
の
後
ベ
ル
リ
ン
大
鋸
の
ボ
ー
デ
（
切
＆
Φ
）
は
此
の
興

昧
あ
る
事
實
を
更
に
熟
計
に
研
究
し
て
、
太
陽
系
の
構
造
に

關
す
る
大
眞
理
を
探
求
す
る
手
掛
り
こ
、
に
あ
り
ざ
し
陀
。

　
一
七
八
一
年
ハ
ー
シ
エ
川
（
妻
．
国
①
同
。
・
筈
9
が
螢
見
し
た

天
王
星
の
軌
道
を
研
究
し
て
見
る
ご
、
前
述
の
整
歎
列
で
土

星
に
相
當
す
る
籔
…
の
次
に
写
る
一
九
六
ご
い
ふ
歎
が
又
よ
く

天
王
星
の
李
均
距
離
一
九
一
、
八
ご
一
致
3
1
る
こ
ε
を
見
た

の
で
、
ボ
ー
デ
の
自
信
は
愈
々
五
一
な
り
、
多
く
の
朋
友
を
誘

ふ
て
、
火
星
ご
木
星
ε
の
間
に
、
新
遊
星
を
登
見
せ
ん
こ
ε

を
す
、
め
陀
。
こ
ん
な
事
情
で
ボ
ー
デ
の
熟
心
は
廣
く
「
肚
會

に
知
れ
わ
セ
リ
、
｝
チ
ウ
ス
の
法
則
は
共
の
忌
明
者
の
名
が

忘
れ
ら
れ
て
「
ボ
ー
デ
の
法
則
」
ご
呼
ば
れ
る
に
託
つ
把
。

　
ボ
ー
デ
の
勧
誘
に
慮
じ
て
新
遊
星
の
仁
義
に
熟
心
し
出
し

　
　
　
　
七
人
は
厭
州
各
地
に
多
か
つ
陀
。
中
に
は
ひ
そ
か

鯉
㌣
島
の
隷
鏡
書
引
き
で
輩
下
功
名
を
得

　
　
　
　
ん
も
の
を
ε
憔
つ
π
人
も
少
く
な
か
っ
た
が
、
小

さ
な
星
を
捜
す
た
め
に
輩
濁
で
や
る
の
は
不
得
策
な
の
で
、

猫
逸
ブ
レ
メ
ン
の
天
蓋
學
者
オ
ル
ベ
ル
ス
、
（
9
び
魯
。
・
）
の
主
唱

の
下
に
、
多
く
の
熱
心
家
が
り
・
エ
ソ
タ
ー
ル
に
會
合
し
、

相
談
の
結
果
、
黄
遁
を
二
十
四
等
分
し
て
、
各
人
が
其
の
一

つ
づ
を
軍
営
し
、
全
天
を
組
織
的
に
捜
索
す
る
約
束
を
結
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ン
ド

だ
。
此
の
約
束
に
加
入
し
π
人
々
を
り
・
エ
ン
タ
ー
川
組
ε

呼
ん
だ
。

　
こ
ん
な
に
し
て
大
袈
裟
な
捜
索
が
始
め
ら
れ
や
う
ご
し
て

　
　
　
　
み
る
矢
先
に
、
圖
ら
す
も
伊
太
利
か
ら
飛
報
が
傳

　
ビ
ア
ジ

　
　
　
　
は
り
、
シ
・
リ
イ
島
パ
レ
川
モ
天
文
毫
の
ピ
ァ
ジ

　
の
功
名

　
　
　
　
（
9
国
震
N
ご
が
既
に
一
遊
星
を
登
許
し
陀
こ
ε
を

知
ら
せ
π
o
ピ
ア
ジ
は
り
・
エ
ソ
言
寿
川
組
の
事
な
ご
は
全

く
知
ら
す
に
、
観
測
中
、
一
八
〇
一
年
一
月
一
日
の
夜
、
牡

牛
星
座
中
を
逆
行
し
て
み
る
一
遊
星
を
二
見
し
セ
の
で
あ
っ

π
o
ピ
ア
ジ
は
其
の
後
詰
週
闘
『
此
の
星
を
槻
齢
す
る
ε
同

時
に
、
一
方
、
ミ
ラ
ン
の
オ
リ
ァ
ニ
（
○
鼠
落
）
ど
評
、
ル
リ

ン
の
ボ
ー
デ
に
手
紙
を
塗
っ
て
此
の
登
見
を
報
じ
た
。

　
し
か
る
に
適
時
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
難
陳
の
た
め
、
肚
會
の
秩

　
　
　
　
序
が
整
は
す
、
此
等
の
手
紙
が
非
常
に
逞
れ
て
其

　
ガ
ウ
ス

　
　
　
　
の
宛
名
先
へ
着
い
陀
頃
に
は
、
不
幸
に
も
ピ
ア
ジ

　
の
功
名

　
　
　
　
は
病
氣
に
か
、
つ
て
観
測
を
績
け
て
は
居
な
か
つ
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た
だ
め
、
最
早
此
の
星
の
行
方
は
見
失
は
れ
て
、
再
び
捜
し

求
む
る
に
由
な
く
、
ピ
ア
ジ
の
観
測
だ
け
で
は
、
余
り
短
時

日
な
の
で
、
軌
道
の
計
．
算
に
は
不
充
分
で
、
総
て
の
人
が
途

方
に
暮
れ
π
Q

　
此
の
時
、
濁
逸
の
ブ
川
ン
・
ス
ヰ
ッ
ク
に
ガ
ウ
ス
（
即
Ω
碧
の
。
。
）

ざ
い
ふ
一
青
年
が
あ
っ
仁
。
彼
れ
は
僅
か
二
十
・
五
才
の
若
輩
・

で
あ
っ
柁
が
、
再
三
敷
學
に
秀
で
た
天
才
を
以
っ
て
ピ
ア
ジ

星
の
．
軌
滋
を
研
究
し
、
遽
に
同
じ
年
の
十
一
月
に
至
っ
て
論

丈
を
草
し
、
自
ら
算
出
し
だ
星
の
軌
道
上
の
位
置
を
登
表
し

だ
◎
果
し
て
此
の
論
丈
の
示
七
だ
通
り
、
翌
一
八
〇
二
年
一

月
一
日
夜
、
オ
川
べ
川
ス
は
乙
女
座
に
於
い
て
ピ
ア
ジ
の
星

を
再
三
堅
し
セ
の
で
、
ピ
ァ
ジ
ご
ガ
ウ
ス
の
下
潮
は
高
く
鶴

揚
せ
ら
れ
、
星
は
シ
・
ジ
イ
の
女
帥
に
因
ん
で
セ
レ
ス
（
Q
㊤
㊦
。
・
）

ε
名
づ
け
ら
れ
π
。

　
セ
レ
ス
の
雫
均
距
離
は
二
七
、
七
で
、
ボ
ー
デ
の
法
鋼
に
よ

　
　
　
　
く
一
致
し
た
π
め
多
く
の
人
の
満
足
を
得
把
が
、

　
パ
ラ
ス

　
　
　
　
そ
れ
も
束
の
間
で
、
ま
も
な
く
、
叉
、
大
問
題
が

　
以
　
後

　
　
　
　
起
つ
π
β
そ
れ
は
一
八
〇
二
年
三
月
二
八
日
オ
〃

べ
川
メ
は
更
に
一
つ
の
遊
星
を
隠
見
し
把
か
ら
で
あ
る
。
此

の
星
の
李
均
距
離
を
計
箕
し
て
見
る
ご
、
殆
ん
ざ
セ
レ
ス
に

近
い
も
の
が
得
ら
れ
π
o
し
て
見
．
る
巴
ボ
ー
デ
の
法
則
の
把

め
に
は
、
叢
に
余
計
な
天
鰹
が
一
つ
出
來
π
こ
ざ
に
な
っ
て

却
っ
て
人
た
を
迷
は
し
め
花
。
こ
、
に
於
い
て
オ
川
べ
川
ス

自
身
は
一
説
を
出
し
て
、
セ
レ
メ
．
ざ
パ
ラ
ス
（
第
二
星
の
名

娼
聾
器
）
ご
は
元
々
一
個
の
国
訴
で
あ
っ
陀
の
が
、
遡
る
時
機

に
、
そ
れ
が
破
烈
し
て
二
つ
に
別
れ
覚
の
だ
ろ
う
ご
言
ひ
、

渇
れ
に
は
力
學
の
大
家
ラ
グ
ラ
ン
ジ
（
冨
σ
9
蜀
謁
Φ
）
ま
で
が

賛
成
し
π
。

　
し
か
る
に
一
八
〇
四
年
九
月
二
日
、
ハ
ル
デ
イ
ン
グ
（
野
7

宇
目
σ
q
）
が
更
に
第
三
遊
星
を
登
見
し
、
次
で
叉
、
一
八
〇
七

年
三
月
二
十
九
艮
町
ル
ベ
川
ス
が
第
四
星
を
登
卑
し
、
そ
れ

ー
ジ
ユ
ノ
（
q
目
昌
。
）
ゴ
ス
タ
（
＜
Φ
量
）
ε
命
名
さ
れ
π
。

．
こ
う
な
っ
て
出
る
ε
、
素
読
は
軍
に
一
つ
や
二
つ
の
天
髄

の
起
原
を
論
じ
て
み
る
だ
け
で
は
、
間
に
合
は
な
く
な
っ
て

振
る
ε
同
時
に
、
多
く
の
人
々
の
騒
裏
に
は
、
下
心
來
も
績

々
登
見
が
行
は
れ
る
だ
ろ
う
こ
の
豫
想
が
許
さ
れ
、
三
っ
て

新
し
い
熟
心
家
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
新
型
見
を
志
す
や
う

．
に
な
つ
だ
。

　
長
時
の
人
〃
が
一
般
に
、
新
し
い
星
を
磯
見
す
る
た
め
に

探
つ
π
方
法
は
頗
る
面
倒
な
も
の
で
あ
っ
ヤ
℃
彼
等
は
先
づ
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豫
め
天
の
一
部
分
づ
、
の
星
圓
を
作
り
押
れ
を
常

　
醤
登

　
　
　
　
に
手
に
し
な
が
ら
望
遠
鏡
に
映
す
る
州
々
の
星
を

　
見
法

　
　
　
　
鮎
検
し
て
、
圖
ご
一
致
す
る
や
否
や
、
及
び
動
く

や
否
や
を
調
査
し
た
の
で
あ
る
。
観
測
者
の
勢
苦
は
非
常
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
方
か
ち
見
れ
ば
、
此
の
事
情

の
π
め
に
促
さ
れ
て
、
三
思
（
特
に
黄
溢
附
近
）
が
頗
る
登

興
し
π
の
は
學
界
の
セ
め
発
墨
で
あ
っ
わ
四
。

　
不
思
議
に
も
一
八
○
八
年
か
ら
“
入
四
四
年
ま
で
は
、
新

　
　
　
　
登
見
は
一
つ
も
無
か
っ
た
。
其
の
翌
一
入
四
五
年

　
中
絶

　
　
　
　
十
二
月
八
日
に
至
り
、
始
め
て
ヘ
ン
ケ
（
国
①
⇒
o
犀
Φ
）

　
の
後

　
　
　
　
が
ア
ス
ト
ソ
ァ
（
密
男
器
9
）
を
登
面
し
て
か
ら
は
、

毎
年
若
干
の
新
嘗
見
が
報
せ
ら
れ
な
い
こ
ご
は
無
い
。
（
但
し

一
八
四
六
年
だ
け
は
例
外
で
あ
る
。
此
の
年
に
は
海
王
星
の

登
山
こ
い
ふ
大
事
件
が
あ
っ
た
代
り
に
、
小
遊
星
は
一
つ
も

錦
見
さ
れ
な
か
つ
セ
。
）

　
一
八
九
一
年
十
二
月
に
至
っ
て
、
小
遊
星
登
口
方
法
に
一

　
　
　
　
大
革
新
が
行
は
れ
陀
。
實
際
、
此
の
年
の
末
ま
で

　
新
登

　
　
　
　
に
は
セ
レ
ス
以
後
の
新
磯
見
が
総
計
三
百
を
越
ぬ

　
見
法

　
　
　
　
る
に
至
つ
π
が
、
從
來
の
獣
毛
で
は
殆
ん
ぐ
・
其
の

器
械
力
の
範
園
に
於
い
て
登
臥
す
べ
き
数
を
登
普
し
戯
し
だ
．

も
の
か
、
年
々
の
牧
穫
は
漸
次
減
退
し
て
往
く
ら
し
く
見
ね

セ
。
此
の
時
に
懸
り
、
濁
逸
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
マ
ク
ス
・
ヲ

ル
ノ
（
閤
畏
宅
。
5
は
寓
眞
法
を
二
見
し
柁
の
で
あ
る
。
今
、

普
通
に
恒
星
の
爲
眞
を
撮
る
装
置
で
望
遠
鏡
を
蓮
轄
す
る
ε

星
は
種
板
の
上
に
三
々
ε
な
っ
て
映
す
る
の
で
あ
る
が
、
若

し
此
の
中
に
遊
星
が
爲
っ
て
み
る
ε
す
る
ご
、
其
の
遊
星
は

撮
影
中
、
固
有
運
動
を
や
る
だ
め
に
、
種
板
の
上
に
は
鮎
で

な
く
、
一
の
線
を
引
く
や
う
に
な
る
。
之
れ
に
よ
っ
て
一
見

し
て
遊
星
の
存
否
を
知
る
こ
ご
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

　
ヲ
〃
フ
が
此
の
新
法
に
よ
っ
て
登
見
し
π
最
初
は
一
八
九

一
年
十
二
月
二
十
二
日
で
星
は
第
三
二
三
善
導
（
ブ
ル
ー
シ

ア
切
話
。
ド
）
で
あ
っ
た
。
其
後
此
の
方
法
は
多
く
の
人
々
に

採
用
せ
ら
れ
た
結
果
、
俄
か
に
新
型
見
藪
が
増
加
し
た
。

　
チ
ツ
フ
の
爲
］
h
法
は
近
年
（
一
九
〇
六
年
置
に
至
っ
て
、
米
國
の
メ
ト
ヵ
ア
フ

　
メ
ト
カ
　
　
（
9
悶
・
言
曾
。
巴
h
）
が
一
改
良
か
企
て
六
。
小
遊
星
の
中
に
は

　
ー
フ
の

　
改
冥
法
　
　
す
い
ぶ
ん
，
ぴ
離
れ
た
軌
道
々
行
く
も
の
も
無
い
で
な
い
が
、

多
鐵
の
も
の
は
略
々
一
定
の
固
有
蓮
動
を
持
っ
て
る
ろ
。
そ
と
で
、
若
し
撮
影
す

ろ
爲
眞
望
蓮
鏡
の
蓮
輔
速
度
な
加
減
し
て
、
恒
星
の
日
週
蓮
動
に
合
は
ぜ
ろ
代

り
に
、
遊
星
の
亭
均
速
度
に
合
は
ぜ
て
置
く
な
ら
ば
、
種
板
の
上
に
は
遊
星
は
賭

ミ
な
っ
て
表
は
れ
、
其
の
代
り
に
総
て
の
恒
星
が
線
な
藩
く
。
こ
う
す
れ
ば
チ
ル

フ
の
方
法
で
や
ろ
よ
り
も
藩
か
に
薇
露
な
遊
星
で
も
容
易
に
捻
出
す
る
こ
く
が



2r

幽
捻
る
の
で
あ
ろ
。

　
小
遊
星
の
登
見
を
最
も
多
く
や
つ
π
の
は
欧
洲
大
陸
の
．
天

　
　
　
　
丈
家
で
あ
る
。
就
中
、
十
九
世
紀
の
中
頃
は
、
伊

　
最
多

　
　
　
　
の
デ
・
ガ
ス
パ
リ
ス
（
b
Φ
Ω
塁
短
誌
）
、
猫
の
川
一

　
登
見
者

　
　
　
　
テ
μ
（
即
H
巨
げ
胃
）
、
佛
の
シ
ヤ
コ
ル
ナ
ク
（
0
7

騨
O
o
円
巨
騨
O
）
、
ゴ
、
〆
ト
シ
ユ
ミ
ト
（
（
累
〇
一
蜘
砿
O
］
P
H
P
帥
9
酔
）
、
ボ
レ
リ
ー

（
「
田
・
邑
ぐ
）
等
で
あ
る
が
碕
英
の
ハ
イ
ン
ド
（
口
貯
島
）
、
米
の

ペ
テ
ル
ス
（
ρ
国
．
．
周
・
勺
9
の
崖
）
、
ワ
ト
ノ
ン
（
乏
㌶
。
・
自
）
等

も
活
動
し
把
。
其
世
紀
の
末
に
は
佛
の
シ
ャ
ロ
ァ
（
○
げ
豊
。
凶
の
）

が
好
成
績
で
あ
っ
π
。
今
日
の
大
家
は
懊
の
パ
リ
ザ
（
勺
箪
謎
9
）

猫
の
ヲ
川
フ
（
要
0
5
、
米
の
メ
ト
カ
ー
フ
（
旨
Φ
言
巴
h
）
等

で
あ
る
。

　
今
日
ま
で
の
最
多
登
見
者
の
成
績
を
塞
げ
る

　
チ
ル
7
　
二
一
八
個
　
　
パ
リ
ザ
　
一
一
二
個

　
シ
ヤ
ロ
ァ
　
　
九
九
個
　
　

ペ
テ
ル
ス
　
　
四
八
個

　
小
遊
星
早
見
の
最
初
の
頃
は
、
度
藪
も
多
く
な
か
っ
π
の

　
　
　
　
で
、
登
見
観
測
－
軌
道
計
算
一
命
名
及
登
録
ぜ
い

　
命
名
電

　
　
　
　
ふ
一
通
り
の
直
垂
き
で
，
小
遊
星
の
目
録
は
増
大

　
符
徴

　
　
　
　
し
て
行
つ
π
○
命
名
も
種
々
の
因
縁
や
ら
縁
起
に

よ
り
、
画
し
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
マ
あ
π
り
の
紳
話
に
あ
る
英
雄

佳
人
の
名
を
用
ゐ
π
り
し
だ
。
し
か
し
総
髄
の
藪
が
百
、
二

百
ざ
増
し
て
來
る
ど
、
一
々
の
星
を
匠
別
す
る
の
に
軍
に
興

昧
本
位
の
固
有
名
詞
だ
け
で
は
、
畳
ね
に
く
、
且
不
便
に
戚

じ
ら
れ
π
の
で
、
遽
に
在
來
の
名
の
外
に
筒
、
登
見
順
に
よ

る
番
號
を
一
々
の
小
遊
星
の
下
直
ε
す
る
や
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
始
め
に
グ
ー
川
ド
（
Q
O
巳
島
）
が
主
唱
し
セ
も
の
で
、

書
ぎ
方
は

　
獲
見
順
　
第
　
　
一
　
號
の
遊
星
（
セ
ン
ス
）
は

　
同
　
　
　
第
　

二
　

號
　
〃
　
（
パ
テ
ス
）
〃

　
同
第
十
五
號
〃
（
エ
ウ
ノ
ミ
ア
）
〃

　
同
　
　
第
百
二
＋
五
聖
〃
（
り
ベ
ラ
帆
ー
リ
ク
ス
）
〃

ざ
い
ふ
工
合
で
あ
る
。

（125）（15）（2）（ユ

　
し
か
る
に
十
九
世
紀
の
終
り
頃
に
は
総
数
三
百
を
越
ね
る

に
至
り
、
術
、
毎
年
績
々
ご
登
見
が
増
加
す
る
結
果
、
一
々

の
星
に
つ
い
て
登
園
－
槻
測
－
軌
遁
計
算
－
命
名
の
順
序
が

よ
く
蓮
ば
な
く
な
り
、
或
る
も
の
は
下
見
は
葺
き
で
あ
っ
π

に
か
、
は
ら
す
軌
道
計
算
は
大
愛
に
後
れ
る
も
の
が
あ
っ
π

り
、
或
る
も
の
は
鳥
見
だ
け
は
さ
れ
た
が
槻
測
が
不
充
分
で

軌
道
計
算
が
出
來
な
い
ま
、
で
見
失
は
れ
て
了
つ
把
り
、
或

る
も
の
は
以
前
に
登
見
さ
れ
て
正
規
の
登
録
手
績
を
経
セ
も

の
が
叉
二
度
目
に
新
登
見
ビ
し
て
登
表
さ
れ
セ
リ
、
翌
々
な

場
合
が
瀧
っ
て
、
事
が
頗
る
復
雑
に
な
っ
て
來
π
o
そ
こ
で
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各
國
の
專
問
家
が
申
し
合
は
せ
て
小
遊
星
に
關
す
る
中
央
局

を
濁
逸
キ
ー
声
に
設
け
、
新
婁
孔
や
観
測
材
料
は
必
ず
此
の

中
央
局
に
届
け
、
こ
、
で
命
名
や
登
録
等
の
正
式
事
務
を
取

　
　
　
　
級
ふ
こ
ご
に
・
し
だ
。
そ
の
上
、
輩
に
磯
見
だ
け
で

　
中
央
局

　
　
　
　
軌
遁
計
算
や
命
名
の
出
來
て
る
な
い
星
も
、
取
扱

ひ
の
便
宜
上
、
高
見
屈
の
受
付
順
に
軋
る
賦
払
を
付
し
て
】

時
的
に
他
ざ
囁
別
を
す
る
や
う
に
な
つ
セ
。
符
號
ε
は
其
の

登
見
年
次
に
A
、
B
、
C
等
の
字
を
順
序
に
付
け
π
も
の
で

一
八
九
二
年
八
月
二
十
二
日
に
ラ
ル
フ
が
再
見
し
π
星
か
ら

此
の
新
法
が
碧
梧
さ
れ
た
。
帥
ち

　
一
八
九
二
A
ば
（
ω
Q
巴
　
バ
！
デ
ニ
ア
　
鴨
器
魯
蜜
i
新
婚
見
星

　
一
入
九
二
B
ば
軌
計
算
の
結
果
以
前
に
登
臨
さ
れ
れ
つ
ひ
ω
）
工
可
ゴ
ネ
国
抵
σ
q
o
β
Φ

だ
亡
謹
明
さ
れ
れ

　
翌
一
入
九
三
年
の
舜
は
又
A
B
C
の
始
め
か
ら
撒
へ
ら
れ

て　
一
八
九
三
A
　
は
同
年
一
月
十
七
日
シ
ヤ
ア
ロ
ア
登
見
，
（
ω
い
心
）
エ
ソ
ナ
ノ
ラ

　
　
　
　
　
国
δ
8
0
冨
ε
命
名

　
［
入
九
三
B
に
同
一
月
＋
二
日
テ
ル
フ
登
見
、
（
ω
鴇
）
ギ
セ
ラ
Q
誉
冨
ミ

　
　
　
　
　
命
名

ε
こ
ろ
が
此
の
年
に
は
登
見
が
頗
る
多
数
で
、
　
一
入
九
三
兄

ε
い
ふ
符
徴
が
、
同
年
四
月
に
監
き
、
其
の
次
ぎ
の
星
か
ら

は　
一
八
九
三
A
A
　
（
ω
ひ
博
）
　
ア
ミ
ヴ
チ
ア
》
巨
甘
崔
節
一
1
斬
機
見

　
一
八
九
三
A
B
　
（
ω
ひ
。
。
）
　
ハ
イ
デ
ア
］
国
巴
幽
Φ
p
。
一
－
新
登
見

　
一
八
九
四
A
G
　
（
鍵
。
）
　
モ
デ
ス
チ
ア
冒
。
貸
＄
銭
甲
・
i
新
雪
見

惑
の
復
符
徴
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
此
の
年
の
最
絡
は
一

八
九
三
A
P
で
あ
っ
π
o

　
次
の
年
の
登
見
星
は
、
從
來
の
脅
慣
に
よ
れ
ば
又
一
八
九

四
A
か
ら
始
ま
る
筈
で
あ
る
が
、
特
に
便
宜
上
前
年
の
次
ぎ

を
追
ふ
意
味
で

　
一
八
九
四
A
Q

か
ら
始
め
ら
れ
な
帥
ち
年
度
の
如
何
に
拘
ぼ
ら
す
蜆
鵠

鯉
：
」
等
の
符
號
が
附
せ
ら
れ
る
こ
軍
に
な
っ
た
の
で
あ
る
Q

　
”
ー
マ
字
符
徴
の
中
で
一
ご
J
ビ
は
元
々
同
一
、
字
な
の
で

混
同
さ
れ
る
の
を
避
け
て
一
を
省
い
π
π
め
、
曲
か
ら
囮
ま

で
は
総
計
六
二
五
佃
で
あ
る
が
、
此
の
朋
は
一
九
〇
七
年
九

月
に
満
さ
れ
て
其
の
次
窪
の
星
ば
改
め
て
咽
九
〇
七
A
A
注

呼
ば
れ
、
こ
、
か
ら
叉
新
し
い
列
が
始
ま
つ
だ
が
、
再
び
此

の
列
は
一
九
工
ハ
年
九
月
に
満
さ
れ
、
現
今
は
第
三
列
目
が

符
せ
ら
れ
て
る
る
。

　
さ
て
、
勤
蒸
篭
逸
品
は
、
か
や
う
な
暫
定
櫨
僻
徴
で
呼
ば
れ

て
み
る
が
、
其
の
後
、
観
測
が
充
分
に
行
は
れ
て
、
軌
道
が
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計
算
さ
れ
髭
結
果
、
い
よ
く
垂
統
の
新
星
ε
定
ま
れ
ば
、

中
央
局
で
永
久
的
の
番
號
を
付
し
、
固
有
名
は
最
初
螢
見
者

に
よ
っ
て
撰
定
さ
れ
る
順
序
ざ
な
る
の
で
あ
る
。

　
昨
年
の
末
ま
で
に
永
久
的
の
番
號
を
付
せ
ら
れ
π
小
遊
星

　
　
　
　
は
総
計
九
一
四
個
で
あ
る
。
そ
れ
に
荷
観
測
不
充

舞
顧
分
の
窃
假
の
饒
の
警
・
圓
形
軌
道
の
計
算

　
績

　
　
　
　
さ
れ
セ
の
み
で
將
來
の
観
測
を
待
っ
て
る
る
も
の

が
一
八
九
三
C
星
外
五
十
余
個
あ
る
。
そ
れ
か
ら
年
々
の
螢

見
数
一
1
1
勿
論
此
の
中
に
は
新
星
こ
も
奮
星
ざ
も
判
圏
の

つ
か
な
い
釈
測
不
完
全
の
も
の
も
入
れ
て
I
i
l
は
年
年
多

数
に
上
っ
て
み
る
。
最
近
数
ケ
年
の
例
を
取
れ
ば

一
九
一
五
年
に
は
雪
見
鐵

一
九
一
六
　
〃

一
九
一
七
　
ク

一
九
一
八
　
〃

一
九
一
九
　
〃

六
一
個

六
四
個

五
四
個

四
八
個

三
四
個

か
や
う
に
多
数
登
見
せ
ら
れ
る
も
の
〉
大
勢
を
見
渡
す
ε
器

械
や
方
法
の
進
歩
に
つ
れ
て
、
新
し
い
登
見
星
は
漸
次
に
微

光
の
も
の
が
登
見
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
み
る
。
帥
ち
次
の
表

の
通
り
。
此
の
序
で
に
軌
遣
の
大
き
さ
を
見
る
泥
め
、
各
星

の
卒
均
太
陽
距
離
を
記
す

【
年
　
　
次
】
　
　
　
【
亭
均
（
衝
）
光
度
】

一
八
四
五
一
四
七
　
　
　
　
　
八
・
九
二

一
八
四
入
f
五
二
　
　
　
　
　
九
・
三
九

一
入
五
三
i
五
七
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
●
六
〇

一
噌
八
五
八
一
山
ハ
一
一
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
●
一
所
四

一
八
六
三
一
六
七
　
　
　
　
　
一
一
土
○

一
八
六
入
f
七
七
　
　
　
＝
・
五
五

一
八
七
入
一
八
七
　
　
　
　
　
　
一
二
・
二
三

一
八
八
八
一
九
七
　
　
　
　
　
一
二
●
五
二

一
八
九
八
i
一
九
〇
七
　
　
　
一
二
・
七
三

日
九
〇
八
一
一
七
　
　
　
　
　
ノ
三
・
二
〇

【
亭
均
太
陽
蕗
離
日

　
　
　
二
・
三
八

　
　
　
二
・
四
七

　
　
　
二
・
六
六

　
　
　
二
・
七
三

　
　
　
ご
・
七
四

　
　
　
二
・
七
六

　
　
　
二
・
七
三

　
　
　
二
・
七
二

　
　
　
二
・
七
六

　
　
　
ご
・
七
六

即
ち
最
初
の
問
は
蔑
分
小
さ
な
軌
道
の
星
が
多
く
夢
見
さ
れ

π
が
、
其
の
後
は
大
聖
に
於
い
て
｝
牛
均
軌
溢
の
大
き
さ
が
一

定
し
て
來
て
る
る
。
こ
れ
で
見
る
ご
一
〒
圭
あ
π
り
が
小
遊
星

群
の
密
集
の
中
心
で
な
い
か
ご
思
は
れ
る
。
ボ
ー
デ
の
法
則

か
ら
來
セ
ニ
入
に
も
近
．
い
。

　
凡
そ
遊
星
ご
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
、
原
則
ε
し
て
、
其
の

　
　
　
　
軌
道
は
殆
ん
ご
圓
形
に
・
近
い
堕
圓
で
あ
り
、
其
の

　
飛
び
離

　
　
　
　
軌
道
面
傾
斜
も
亦
○
度
に
近
い
筈
な
の
だ
が
、
小

　
れ
も
の

　
　
　
　
遊
星
は
全
禮
ε
し
て
の
数
が
多
い
だ
け
、
極
端
に

飛
び
離
れ
だ
も
の
も
少
く
な
い
。
先
づ
軌
滋
の
形
か
ら
言
へ

ば
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（
七
一
九
）
ア
ル
ベ
ル
下
　
　
軌
濫
の
離
心
率
　
O
㊤
五
四
一

　
（
八
八
七
）
ア
リ
ソ
ダ
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
○
●
五
三
三

　
　
一
九
〇
八
b
薫
同
　
○
・
四
五
入

こ
れ
等
は
實
に
週
期
彗
星
の
回
る
も
の
ε
大
差
が
な
い
。
叉

軌
三
面
の
傾
斜
は

　
　
一
九
〇
六
ぞ
⇔
　
　
　
　
四
十
八
度
八
分

　
（
二
）
　
パ
ラ
ス
　
　
　
　
　
三
十
四
度
四
十
二
分

　
（
五
三
〇
）
ツ
ェ
ル
リ
ナ
　
　
三
十
四
度
三
＋
三
分

次
に
軌
遣
の
大
き
さ
に
製
し
て
、
先
づ
最
大
の
も
の
は
、
所

謂
ト
ロ
イ
群
ε
欝
す
る
も
の
で
、
木
星
の
軌
道
巴
殆
ん
ご
等

し
い
。
即
ち
階
圓
軌
道
の
牢
長
軸
は
（
地
球
の
を
輩
位
ε
し

て
）

　
（
山
ハ
ニ
四
［
）
（
」
ク
手
〃
　
　
　
　
　
　
五
、
二
七
一

　
（
入
入
四
）
プ
リ
ア
ム
ス
　
　
　
五
，
二
五
六

叉
、
軌
道
の
最
小
の
も
の
は

　
（
四
三
三
）
エ
ロ
ス
　
　
　
　
　
一
、
四
五
入

叉
、
近
夢
鮎
距
離
の
小
な
る
も
の
は

　
（
囚
一
三
昌
三
）
エ
ロ
ス
　
　
　
　
　
一
、
一
三
山
ハ

　
（
八
入
七
）
ア
サ
ソ
ダ
　
　
　
　
一
、
一
入
二

　
（
七
一
九
）
ア
ル
ベ
ル
ト
　
　
　
一
、
一
入
入

で
此
等
は
皆
趨
當
な
時
期
に
は
火
星
よ
り
も
遙
か
に
地
球
に

近
づ
い
て
來
る
も
の
で
あ
る
。

　
小
遊
星
の
多
数
は
光
輝
頗
る
微
弱
で
、
就
中
一
九
〇
八
囲

な
ご
は
衝
の
時
僅
か
に
十
入
等
で
あ
る
が
、
割
合
に
大
ぎ
な

光
も
無
い
で
は
な
い
。
最
も
大
き
い
の
は
ゴ
ス
タ
で
、
之
れ
は

都
合
の
好
い
時
に
は
六
等
星
に
見
ね
る
こ
ε
が
あ
る
。
次
は

セ
レ
ス
で
、
七
等
星
、
其
の
次
は
パ
ラ
ス
で
八
等
で
あ
る
。

　
多
く
の
小
遊
星
の
中
に
は
螢
見
後
、
二
念
も
充
分
に
行
は

れ
、
立
涙
に
軌
滋
も
計
算
せ
ら
れ
て
、
登
録
の
手
績
ま
で
濟

　
　
　
　
ん
で
居
な
が
ら
、
其
の
後
全
く
見
失
は
れ
て
行
方

　
行
方

　
　
　
　
不
明
の
も
の
も
少
く
な
い
。
例
へ
ば
（
ニ
ニ
ニ
）
工

　
不
　
明

　
　
　
　
ト
ラ
（
卜
①
爵
冨
）
の
如
き
は
一
八
七
三
年
以
來
今
日

も
尚
行
方
が
知
れ
な
い
。
或
は
木
星
な
ゴ
の
引
力
の
セ
め
に

軌
道
が
墾
更
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
ご
言
は
れ
て
る

る
。
其
の
・
他
之
れ
に
類
す
る
も
の
が
凡
そ
十
四
五
あ
る
。

　
小
遊
星
の
多
く
は
欧
羅
巴
或
は
亜
米
利
加
で
弓
田
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
我
が
邦
で
東
京
天
文
壷
の
孕
山
信
博
士
が

登
見
さ
れ
だ
も
の
が
二
つ
あ
る
の
は
楡
快
で
あ
る
。
帥
ち

　
（
四
九
八
）
東
京
　
　
　
　
奉
均
十
一
等
星

　
（
七
二
七
）
日
本
　
　
　
　
不
均
十
二
等
星

で
共
に
明
治
三
十
四
年
東
京
天
交
皇
の
天
膿
寓
旨
旨
に
偶
然
寓

つ
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
（
終
）


